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１．目 的  
森林は空気を浄化する機能を持ち､樹木から発散されるフィトンチッドと呼ばれる揮発

性の成分は身体をリフレッシュさせリラックス効果をもたらすことが知られている。そこ

で､スギ材に着目したリラックス効果等を評価するために、その主成分であるテルペン類に

ついての分析法を検討し、スギ材を設置した室内空間におけるテルペン類の調査を行った。 
 
２．方 法  
(1) スギ材設置室内空間：室内 A(2550mmW×

3550D×2400H)及び室内 B(5020mmW×8130D×

2500H)に ス ギ 木 口 パ ネ ル (ス リ ッ ト 、 W:5mm, 
D:7mm、室内 A:片面 6m2、室内 B:両面 7.2m2)を
設置し、1 週間程度平衡化した。  
(2) テルペン類の測定：テルペン類は、捕集剤

(Tenax-TA;35m2/g,60/80mesh)を 充 填 (200mg)し
て調製した捕集管に (1)のスギ材設置室内空間及

びスギ材を設置していない同規模の屋内 (対照）の空気を 1～3L 捕集し、加熱脱着 -GC/MS
法により測定した。同定できた 25 成分中 13 成分の濃度を算出した。  
 
３．結 果   
(1)テルペン類の濃度：  スギ材設置室内空間で選択的に検出された成分は主にセドロール

及び β-オイデスモールであり、室内 A では 1.8 及び 2.2ng/L、室内 B は 0.47 及び 1.8ng/L 
(n=3）検出された。この 2 成分は、フィトンチッドの中でも重要な働きをするセスキテル

ペンであり、セドロールはリラクゼーションの誘導、ストレスの軽減等の作用があると言

われている。  
(2) スギ材設置室内空間におけるテルペン類：

GC/MS 分析で検出・同定可能であった 25 成分

についてナフタレン -d8 に対する応答値の相対

強度による割合を求めた。室内 A・B の平均で

上位 3 成分は δ-カジネン :38、α -ムロレン :13
及びα -キュベベン :11%であり全体の 62%であ

った。いずれもスギ材から放散される成分であ

る。  
今後は、同定・定量できなかった成分等につ

いてもスギ材設置室内空間の濃度を算出し、リ

ラックス効果等との関係について検討する。  
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第 1 図 スギ材設置例 (室内 B) 

第 2 図 テルペン類の濃度  
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